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花粉症はどうしてなるの？
●からだの中に花粉（抗原）が入ると、花粉（抗原）に対する抗体が作られます（抗体産生）。
●花粉が鼻や目に何度も侵入し抗体量が増加すると、くしゃみや鼻水、目のかゆみといった
アレルギー症状が出るようになります（花粉症発症）。

●花粉症の有病率は、約10 年ごとに10ポイント程度ずつ増加しています。



どうすれば花粉症を予防できるの？
1）花粉を避ける顔にフィットするマスク、メガネを装着しましょう花粉飛散の多い時間帯
（昼前後と夕方）の外出を避けましょう
●花粉は昼前後と夕方に多く飛散します。外出を避けるため、テレワークの活用を検討しましょう
●まだ発症していない人も、テレワークを活用するなど、予防行動をとりましょう。
●花粉症を予防するためには、職場の理解や支援が望まれます。





2）花粉を室内に持ち込まない
花粉が付きにくく露出の少ない服装を心がけましょう
●ウール素材の衣服を着用することは避けた方がよいでしょう。
●からだに花粉が付着することを避けるため、なるべく肌の露出は避けましょう。手洗い、うがい、
洗顔、洗髪で花粉を落としましょう換気方法を工夫しましょう
●窓を開ける幅を狭くし、レースのカーテンをすることで屋内への花粉の流入を減らすことができます。
●床の掃除を励行し、カーテンは定期的に洗濯してください。
● 24時間換気システムが設置されている場合は、花粉に対応した給気口フィルターを試してみてもよい
でしょう。洗濯物や布団の外干しを控えましょう

【参考】花粉症対策製品
花粉を避けるための製品（上記のマスク、メガネ、衣服のほか、空気清浄
機、網戸など）の活用も花粉への曝ばく露ろを減らす効果があります。



花粉症の治療は？

［受診のタイミング］
●毎年花粉症の症状が出る方は、本格的な花粉飛散開始の1週間前までには、医療機関や薬局を活用し
てお薬を準備し、使用を開始しましょう。飛散開始時期や症状がごく軽いときからお薬の使用を開始
することで、症状を抑えられることがわかっています。
●なお、これまで花粉症と診断されていなくても、くしゃみ等の花粉症と思われる症状が出た方は、
早めに医療機関で花粉症かどうか診断を受けましょう。

［治療方法］
1）対症療法
●抗ヒスタミン薬 /鼻噴霧用ステロイド薬などがあります。
●花粉に反応して出てくる症状を抑えるための治療法です。（※1）

 2）免疫療法（アレルゲン免疫療法）
●舌下免疫療法と皮下免疫療法の2種類があります。
●スギ花粉の成分が含まれた薬剤を定期的に投与します。花粉の成分に体が慣れるようにして、
スギ花粉が体内に入ってきてもアレルギー反応が発生しないようにするための治療法です。
●医師の説明を受けた上で、花粉の飛んでいない時期に開始する必要があります。

           治療薬であるスギ舌下錠は、最低でも3年間の内服が必要です。



［受診にあたって］

●診察後症状が落ち着いているときなどは、オンライン診療の利用について、医師に相談するこ
とも可能です。
●スギ花粉症に対する舌下免疫療法の相談ができる医療機関はアレルゲン免疫療法ナビ（※4）
から検索ができます（オンライン診療で相談可能な医療機関の検索も可能）。
●医療機関における医薬品の処方については、医師の判断により、長期処方や、一定期間内に
処方箋せんを反復利用できるリフィル処方箋せんを活用する方法もありますので、医師にご
相談ください。



政府の花粉症対策 3本柱（令和 5年 5月30日花粉症に関する関係閣僚会議決定）

10 年後、花粉発生源のスギ
人工林を2割減少、将来的
（約30 年後）には、花粉発
生量の半減を目指す。





運転中のくしゃみの影響で死亡事故が発生したケースも…

花粉症が車の運転に与える危険な影響を実感してもらうため、実際に2017年4月に発生した交通事故
のケースを紹介します。

ある花粉症の男性は花粉症の薬を服用していましたが、運転中に目のかゆみや連続するくしゃみなどの
症状が悪化していました。

そして、くしゃみをした際の反動で、ハンドル操作を誤り、前方不注意の状態で対向車線にはみ出し
、対向車と正面衝突してしまいました。

その結果、対向車に乗車していた3人を死傷させてしまい、男性は禁錮3年（執行猶予4年）の有罪判
決を受けることになりました。

上記のケースからも、花粉症が運転に与える影響を甘く考えるのは禁物ということがお分かりになる
かと思います。



花粉症の症状が運転に与える影響

花粉症の症状は、車の運転に以下のような悪影響を与えます。

〇視界・視野の低下
花粉による目のかゆみやかすみ、涙目といった症状が出ると、視界や視野が確保しにくくなります。
その結果、赤信号・一時停止の標識や飛び出してきた人・障害物を見落としたり、発見が遅れたりする可能
性が高まり、安全運転が困難となります。
〇誤操作・前方不注意
花粉症になると、突発的なくしゃみが連続して発生しやすくなります。
運転中にくしゃみを連発すると、その反動でハンドル操作を誤ったり、アクセルやブレーキを間違って踏ん
でしまったりする可能性があります。
また、くしゃみをする際には目を閉じてしまうことが多いですが、目を閉じていたのが0.5秒でも、もし
時速60キロで運転中だったなら約8メートル、高速道路を時速100キロで運転中だったなら約14メートルもそ
の間に進むので、安全な車間距離を十分に確保できず、追突事故を起こす可能性が高まります。

さらに、花粉症になると鼻水が出やすくなりますが、運転中に鼻をかもうとすると、ハンドルを手放す必要
があり、脇見運転となってしまうので、安全運転が困難となります。



花粉症の症状が運転に与える影響

〇集中力・判断力の低下
花粉症の症状が出ている状態で運転するのは、程度にもよりますが、過労状態や眠気がある状態で運転
する行為に類似しているといわれます。

そのため、頭がぼーっとして、集中力や判断力が低下した状態で運転することになり、安全運転が困難
となります。

日常の仕事で注意したい事
〇視界・視野の低下
歩行時、階段昇降時の躓きや転倒

〇集中力・判断力の低下
パソコン入力間違い、チェックの見落としなど



運転中の事故リスクを低下させるための対策

〇花粉を車内に入れない
•エアコンは内気循環モードで使用する
•換気も窓を開けるのではなくエアコンを使用する
•エアコンに花粉除去機能がついたフィルターを装着する
•運転時に限らず駐車時もなるべく車の窓を開けない

〇車内に入った花粉を除去する
1.ウェットシートなどで拭き掃除
2.モップ
3.掃除機

〇運転中のマスク着用には要注意！

花粉対策としてマスク着用が習慣になっている方も多いかと思いますが、眼鏡を掛けている方がマスクを着用し
たまま運転すると息で眼鏡が曇ってしまい、視界の悪化につながるので注意が必要です。

視界の悪化を防ぐには、曇りを予防するクロスやクリーナーを利用したり、息漏れを防いで眼鏡を曇りにくくす
るマスクを利用したりする対策が考えられます。



企業でも始めよう花粉対策

空気清浄機の活用

※花粉症対策に効果がると近年柑橘類のジャバラが良いともいわれています。（テレビの報道より。）
花粉が体内に入ると抗体ができ一定量超えるとヒスタミンがでて花粉症発症。このヒスタミンを抑える
効果があるといわれています。



以上

ご安全に！

花粉症は完治は難しいかもしれません。
対策を行うことで軽減されるかもしれませ
ん。

対策をためして不快な症状をなくして
日々の仕事に邁進しましょう！
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